
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

医療保険の仕組み、環境衛生と保健福祉・行政、一次予防と健康増進
少子高齢化社会、障害者の実態と自立支援法、心の健康と精神医療

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

科学医療の進歩と社会・生活の変化についてまとめることができる。

各コマに
おける

授業予定
科学医療の進歩と社会・生活の変化、現代医学と先端医療技術の最前線

2020

専門基礎分野 授業の方法 講義演習

授業時数(単位数)必修

保健医療論自己学習ワークシートにそって予習・復習を行う。

出席（１０％）及び課題提出状況（１０％）、筆記試験（８０％）で評価する。

第
4
回

使用教材

教科書
配布資料
自己学習ワーク
シート
ＡＶ機器他

授業以外での準備学習
の具体的な内容

自己学習ワークシートを活
用し項目ごとに内容をまと
める。命について考えてく
る。

第
5
回

第
2
回

教科書
配布資料
自己学習ワーク
シート
ＡＶ機器他

自己学習ワークシートを活
用し項目ごとに内容をまと
める。自己の健康について
考えてくる。

第
3
回

教科書
配布資料
自己学習ワーク
シート
ＡＶ機器他

自己学習ワークシートを活
用し項目ごとに内容をまと
める。疾病の一次予防につ
いて考えてくる。

内　　　容

医療コミュニケーションの原点について項目ごとにまとめることができる。
命について自己の考えを述べることができる。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書
配布資料
自己学習ワーク
シート
ＡＶ機器他

自己学習ワークシートを活
用し項目ごとに内容をまと
める。再生医療について考
えてくる。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

病気の治療や予防、健康維持・増進のための様々な施設や仕組みについてまと
めることができる。

科  目  名

看護学科

保健医療論

科　目　区　分

系統看護学講座　総合医療論　健康支援と社会保障制度

保健医療の現象について、経済現象・医療現象・そして、看護の視点から理解する。看護の対象となる個人、家族の生活している地域社会
の現状が人々の生活と健康にどのような影響を及ぼしているか理解を深める。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

各教室3年次 教室名

事前に自己学習ワークシートによる予習をしておいて下さい。数回のレポート提出があります。

担 当 教 員 落合　美枝
実務経験と

その関連資格
病院で手術室・救急外来・内科・整形・消化器外科病棟に看護師長として勤務

教科書
配布資料
自己学習ワーク
シート
ＡＶ機器他

自己学習ワークシートを活
用し項目ごとに内容をまと
める。医療観について考え
てくる。

看護の心、専門職としての医師と看護師、援助されるものと援助するもの、病める
者の自立への援助、命

授業の
方法

第
1
回

講
義
演
習
形
式

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

健康について自己の考えを述べることができる。
癒しの知・チーム医療について述べることができる。

各コマに
おける

授業予定

健康とは、現代人の不健康と社会生活のストレス、癒しの行為と癒しの知、チーム
医療とマネジメント

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

各時代の医療について述べることができる。
これからの医療観について自己の考えを述べることができる。

各コマに
おける

授業予定
現代医学の起源、わが国の医療、２０世紀の医療、医療観の変遷



第
14
回

第
12
回

第
13
回

授業を
通じての
到達目標

第
10
回

第
11
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

第
8
回

教科書
配布資料
自己学習ワーク
シート
ＡＶ機器他

自己学習ワークシートを活
用し項目ごとに内容をまと
める。地域における保健活
動と医療について考えてく
る。

第
9
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

プライマリケアとその課題について述べることができる。
保健・医療・福祉システムと保健活動についてまとめることができる。

各コマに
おける

授業予定

人々の健康における医療の役割、保健・医療の担い手、プライマリケアの新たな
展開、医療におけるケアの視点、保健・医療・福祉システムと地域住民の役割

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書
配布資料
自己学習ワーク
シート
ＡＶ機器他

自己学習ワークシートを活
用し項目ごとに内容をまと
める。医療における合理的
判断について考えてくる。

臨床疫学、患者の安全、医療の管理と評価、これからの先端医療開発
情報化社会と医療

自己学習ワークシートを活
用し項目ごとに内容をまと
める。地球環境問題と健康
について考えてくる。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

患者の安全と医療の管理と評価についてまとめることができる。
医療における合理的判断についてまとめることができる。

各コマに
おける

授業予定

教科書
配布資料
自己学習ワーク
シート
ＡＶ機器他

授業の
方法 内　　　容

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

現代医療の様々な課題についてまとめることができる。

各コマに
おける

授業予定

先端医療技術とジレンマ、生命倫理学と臨床倫理学、産業社会と地球環境問
題、インフォームドコンセントと医療情報の開示

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定


